
　日本最大級のBtoBジュエリー
展「ジャパンジュエリーフェア
2026」（JJF）が、8月26日～28日
の3日間、東京ビッグサイト東1・2
ホールで開催された。
　今年も有力ジュエリーメー
カー、デザイナー、サプライヤーが
一堂に集う祭典として、総計351
の出展社が集結した。どうにか前年並
みの規模を維持しながら、国内外の有
力企業がアジアをつなぐ国際的な商
談の場になると期待が込められた。
　主催者であるインフォーママーケッ
ツ ジャパン㈱は、新社長のジェーム
ス・ソバック氏就任後、新たな経営体
制のもとでJJF2026を迎えた。新生イ
ンフォーマの新チームによる新たな複
数施策を携えて挑んだ今回のショーは
スタートから気合十分だった。
　26日の11時から開催されたオープ
ニングセレモニーは、従来のテープカッ
トに代わり、志向をグローバルスタン
ダードに合わせ、華やか且つ未来のビ
ジネスを想像できるようなパフォーマン
スが導入された。はじめに書道家美帆
氏、三味線奏者ピエール小野氏による
「書道パフォーマンス」が行われた後
に、「光のセレモニー」と名付けられた
新たなセレモニーを実施。ジャパンジュ
エリーフェアを支える政府そして業界
団体からの参列者とともに、アーティス
ティックな雰囲気による開幕セレモ

ニーでJJFのスタートを盛り上げた。
　ソバック社長は「展示会は単なるビ
ジネスの場を超え、思いがけない出会
いが想像を超える可能性を切り拓く場
所です。JJFは、日本のジュエリーが持
つ卓越した価値を世界に発信し、業界
の未来を共に創り上げるプラット
フォームへと進化を遂げた姿を体現し
ています。」と説明した。
　インフォーマとパートナーシップを
結びJJFの主催者である日本ジュエ
リー協会（JJA）会長の長堀慶太氏は
「Made in Japan Jewelry（MIJ）って
良いよねっていう声を海外で聞くように
なり、まだ成長の余地があると思いま
す。JJAとして、この3日間は、接客コンテ
ストやパネルディスカッション、セミナー
など盛りだくさんの企画を準備してい
ます。皆様が年末商戦に向けて新しい
アイデアや新たなジュエリーとの出会
いなど有意義な時間になればと思いま
す。」と語った。
　来賓の衆議院議員 環境副大臣兼
内閣府副大臣の辻清人氏は「国として

日本のモノづくりを牽引する産業の一
つとしてジュエリーに注目していると
言って過言ではございません。また高
市総理は自他ともに認めるジュエリー
の応援
者 で
す 。ご
自身が
大切に
す る
ジュエ
リーを
身に着
けて国
内外の
様々な
場所へ
行かれています。日本の、また世界の最
前線で活躍する皆様を我 と々してもさ
さやかながら応援させて頂きたいと思
います。」と挨拶を述べた。
　オープニングと同じくグローバルスタ
ンダード化されたのが、安心・安全な商
談の場を提供するため、展示会場のセ
キュリティを強化した。さらに入場には
顔写真付身分証明書の提示を導入
し、本人確認を実施した。
　国内外のバイヤーが集う会場では、
国内外の有力ブランドやメーカーが一
堂に集結していることから、仕入れや商
品選定の時間を大幅に効率化できる
と期待が込められ、新商品やトレンド

情報、次に売れるブランドとの出会い
などが求められた。
　例年の傾向通り、初日に関係者の多
くが集うことから、多くの来場者が初日

に集中
してい
た。
　また
海外市
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な ど
ジュエ
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界の最

新動向を発信する業界人必見のセミ
ナーも全13セッションが準備され、多く
の関係者を惹きつけることに成功して
いたが、もっと多くのセミナーを後半の
日程にも入れるか、メインとなるセミ
ナーを2日目か3日目に入れて来場者を
分散させ、商談の活性化に繋げるよう
なことも考えたい。
　今年は海外からの来場では、例年来
場する中国バイヤーに加え、インド、メ
キシコおよびネパールからの団体来場
が新たに予定されていた。さらに香港
フェアで拡大する日本人気と円安を反
映し、近年増加しているフィリピンやイ
ンドネシア、そしてタイなどからのバイ

ヤー参加など、中国のみならず多様化
するアジア各国との商談の広がりに期
待されたが、特に海外勢を迎える準備
などは目につかず、海外バイヤーに助
けられてきた近年がなかったかの様
に、出展社による対応は見られなかっ
た。多様化する来場者を待つばかりで
はなく、迎え入れる準備がなければ、絶
好のチャンスは訪れない。
　1993年に誕生したJJFは、イン
フォーママーケッツジャパン社と日本
ジュエリー協会のパートナーシップの
もと、今や“国際B2Bトレードショー”と
して位置づけられている。主にクリスマ
ス商戦に向けた業界プロフェッショナ
ルのための商談・ビジネスマッチングの
場としての役割に加え、日本とアジア諸
国を中心とした世界市場をつなぐ重要
なゲートウェイとしての地位を確立する
とともに、最新トレンドや技術に焦点を
充てた多彩なセミナーや次世代育成
のための教育プログラムを多数提供し
ながら、業界の継続的な成長をサポー
トする役割を担っている。各出展社も、
これらの役割を認識した上で活発な商
談を進めるべきであり、対応ひとつひと
つがMade in Japan Jewelryの未来
を担うと言っても過言ではない。
　今年度より未来の人材育成に携わ
る位置づけとして、ジュエリーやファッ
ション学校の学生の来場を積極的に
歓迎する動きが採り入れられた。会期
中に「学生訪問歓迎企業」として30社
以上の登録を行い、学生たちによる
ブース訪問を後押しした。さらに宝飾
業界での就職を考える学生が、早い段
階から業界の魅力を肌で感じられるよ
う、現在第一線で活躍するゲストを招
いた学生向けのセミナーを実施した。
同セミナーは開幕前から好評となり増
席が決定するなど、今後の継続ととも

に業界が一丸となった取り組みが求め
られることだろう。
　その他、ミス・インターナショナル日本
代表の来場をはじめ、コーラル展示ブー
ス（初登場）、テレワークスペース、JGW 
Septemberとの連動施策としての
100HKDのミールクーポンの配布、山
梨ワインマルシェなど展示会全体の回
遊性向上を図る取り組みも見られた。
　ただし、これらの新しい複数の施策
を認識する出展社や来場者が少な
かったことは残念でならない。
　主催者だけが積極的に活動しても、
それらを理解し情報を共有しなけれ
ば、国際的なJJFとしての力を海外から
認められなくなってしまうことだろう。ア
ジア諸国にしてもこれから海外に台頭
するべく、国を挙げての活発な活動が
見られている。

　リブランディングを経てさらに進化し
たJJFではあるが、日本ジュエリー協会
を中心に出展社または宝飾産業が一体
となった取り組みをアジア諸国に向け
発信していかなければ、Made in -
Japan Jewelryの未来は見えてこない。
　2027年のJJF2027は、9月1日～3
日の日程で、引き続き東京ビッグサイト
での開催が決定している。これからも
質の高い展示会を提供し続けるJJF
に、注目しながら来年の開催に期待し
ていきたい。
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